
伊藤博文

伊藤博文が中心になって行った国会や憲法ついての以下の文章を完成させるため
に、正しいと思う方に○をうちましょう。

・政府の中心的な人物であった伊藤博文は、皇帝の権力が強い（アメリカ・ドイツ）の
  憲法を学んで帰国しました。

・そして、明治天皇から初代の（大統領・内閣総理大臣）に任じられると、
  （給食・憲法）を作る仕事に力をそそぎました。

・1890 年、天皇が国民に与えると言う形で（大日本帝国憲法・日本
  国憲法）が発布されました。

・憲法では、国を収める主権を持つのは（天皇・国民）でした。

・国会は貴族院と衆議院からなり、（貴族院・衆議院）だけが国民の
  選挙で選ばれました。

・選挙権を持つ者が一定の税金を納めた（20 歳・25 歳）以上の（男子・女子）だけで、
  当時の国民の 1.1% でした。

・憲法では、国を収める主権を持つのは（天皇・国民）でした。

「今日コレ」課題
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6年　社会科「今日、これだけは」 9．明治の国づくりを進めた人々ー伊藤博文と国会開設，大日本帝国憲法一  44
伊藤博文は，どのような思いをもって
             大日本帝国憲法をつくったのでしょうか。


